
会合
資料番号

図書種別，
図書番号

図書名称 該当頁

1 2022/9/1 資料１－３－３ 審査会合資料
工事計画認可申請（補正）に
係る論点整理

－
ロッドレストレイントの新規基準値を設定するに
あたりばらつきをどのように考慮しているか、補
足説明資料に記載すること。

2023/1/16

ロッドレストレイントは精密部品で構成されているため個体差によるばらつきは小さいこ
と，静的機器でありＪＥＡＧ４６０１に規定の許容限界に基づき新規耐力係数を設定してい
ること，耐力試験で生じたばらつきは新規耐力係数が持つ裕度より小さいことことから，
新規基準値はばらつきを考慮した許容値でであることを追記しました。

NS2-補-027-10-51改03「支持装置の評価手
法の精緻化について」P.別紙7-1～3（通し頁
P.363～365）

主な説明事
項

【4-1】

備考

2023年4月21日
NS2-他-138改06

島根原子力発電所第２号機　指摘事項に対する回答整理表（配管及び支持構造物の耐震計算について）

Ｎｏ． 指摘日 コメント内容

資料の該当箇所

回答日 回答
資料等への
反映箇所

1



ヒアリング
資料番号

図書種別，
目録番号

図書名称 該当頁

1 2022/1/24
NS2-補-027-

10-51
補足説明資料

支持装置の評価手法の精緻
化について

P.12
ロッドレストレイントの耐力試験の結果を説明す
ること。

2022/6/13 ロッドレストレイントの耐力試験の結果を別紙7として追加しました。
NS2-補-027-10-51改01「支持装置の評価手
法の精緻化について」目次,P.19,
別紙7-1～16（通し頁P.24,350～365）

2 2022/1/24
NS2-補-027-

10-51
補足説明資料

支持装置の評価手法の精緻
化について

P.27,29
各表 5-1 の⑮及び⑯の軸受けが，表 5-2 に記
載されていない理由を説明すること。

2022/6/13

表5-1については装置の各構成部品の構造部材と機能部品の区分を示したものであり，
表5-2はそれらのうち構造部材についての構造強度評価項目の詳細を示したものである
ため，表5-2では，機能部品であるアンギュラー軸受及び球面軸受は記載の対象外となり
ます。表5-2の位置づけを明確にするため，表題を構造部材に対するものである旨を追記
しました。

NS2-補-027-10-51改01「支持装置の評価手
法の精緻化について」P.29～33,39～43,
47～50,54,55,59～61（通し頁P.34～38,
44～48,52～55,59,60,64～66）

3 2022/1/24
NS2-補-027-

10-51
補足説明資料

支持装置の評価手法の精緻
化について

P.52
ロッドレストレイントの座屈評価の要否について
説明すること。

2022/6/13

ロッドレストレイントの構造の特徴として，主たる構造部材がパイプ形状の部位であること
から，パイプの圧縮評価として全長座屈評価を実施しています。分かりやすさの観点か
ら，スナッバ等，他の装置での記載との整合を図り，「全長座屈」を別項目として記載しま
した。

NS2-補-027-10-51改01「支持装置の評価手
法の精緻化について」P.52,54,55,57,59,
61,65,69（通し頁P.57,59,60,62,64,66,70）

4 2022/2/2
NS2-添2-001-

12
耐震(基本方

針)(Ⅵ-2-1-12)
Ⅵ-2-1-12 配管及び支持構
造物の耐震計算について

P.192
埋込金物（プレート）の設計は，許容応力と発生
応力が同値となるようにしているが，そのような
設計とする理由を説明すること。

2022/6/13
最大使用荷重は，強度部材の中で最弱部となる部材の許容応力値を荷重値に変換する
ことで算出しているため，許容応力と発生応力が同値となっております。

―

5 2022/2/2
NS2-補-027-

10-51
補足説明資料

支持装置の評価手法の精緻
化について

P.37
オイルスナッバの部材について，径が小さくなっ
ている箇所の構造を説明すること。

2022/6/13
強度部材以外の付属部品へ着色していたため，強度部材に着色し，図を適正化しまし
た。

NS2-補-027-10-51改01「支持装置の評価手
法の精緻化について」
P.37,38（通し頁P.42,43）

6 2022/2/2
NS2-補-027-

10-51
補足説明資料

支持装置の評価手法の精緻
化について

P.55
ロッドレストレイントの強度評価部位及び項目に
ついて，座屈に対する評価及び溶接部に係る評
価が必要ない理由を説明すること。

2022/6/13

他の種別の支持装置同様の検討を実施し，座屈及び溶接部ともに評価すべき構成部品
を網羅して記載しています。なお，全長座屈に関する表記については，分かりやすさの観
点から，スナッバ等，他の装置での記載との整合を図り，「全長座屈」を別項目として記載
しました。

NS2-補-027-10-51改01「支持装置の評価手
法の精緻化について」
P.52,54,55,57,59,61,65,69
（通し頁P.57,59,60,62,64,66,70,75）

7 2022/6/13
NS2-補-027-

10-51改01
補足説明資料

支持装置の評価手法の精緻
化について

P.32
⑮，⑯の項目について，機能部品の評価内容を
引用するか，引用がなければ記載を拡充して説
明すること。

2022/7/25

基本的に機能部品は，想定される発生荷重が，電共研及びＪＮＥＳ研究の破壊試験にて
機能維持を確認した荷重値以下となることの確認が実施項目となりますが，比較的単純
な構造となる機能部品については，構造部材と同様の強度評価を実施項目しておりま
す。
この内容が分かるよう，新たに表形式で評価内容を整理し，記載を拡充しました。

NS2-補-027-10-51改02「支持装置の評価手
法の精緻化について」P.31

8 2022/6/13
NS2-補-027-

10-51改01
補足説明資料

支持装置の評価手法の精緻
化について

P.76,77 新規耐力係数の設定方法を説明すること。 2022/7/25

それぞれの裕度以下となる耐力係数であれば，支持装置の健全性を確認可能となる基
準値となりますが，算定された裕度は型式毎に様々な値となることを踏まえ，設計作業に
おいて，ある程度の作業合理性が図れるような一定程度の統一値を採用して設定してお
ります。
この内容がわかるよう，「5.4　新規基準値の設定」の記載を拡充しました。

NS2-補-027-10-51改02「支持装置の評価手
法の精緻化について」P.76

9 2022/6/13
NS2-補-027-

10-51改01
補足説明資料

支持装置の評価手法の精緻
化について

P.186
SHP-06のシール性について，試験結果を説明
すること。

2022/7/25
オイルスナッバのうちバックアップリングを使用していない型式はSHP-03及び06であり，こ
れらはSHP-03の試験結果を代表として確認しております。
この内容がわかるよう記載を拡充しました。

NS2-補-027-10-51改02「支持装置の評価手
法の精緻化について」P.187

10 2022/6/13
NS2-補-027-

10-51改01
補足説明資料

支持装置の評価手法の精緻
化について

P.186
バックアップリングを使用していない型式が
SHP-03とSHP-06のみであるかを確認して説明
すること。

2022/7/25
オイルスナッバのうちバックアップリングを使用していない型式はSHP-03及び06のみとな
ります。

NS2-補-027-10-51改02「支持装置の評価手
法の精緻化について」P.187

11 2022/7/25
NS2-補-027-

10-51改02
補足説明資料

支持装置の評価手法の精緻
化について

P.187

バックアップリングの構造について，記載を拡充
して説明すること。また，バックアップリングと
シール性の関連性について，記載を拡充して説
明すること。

2022/8/5
バックアップリングの構造及びシール性との関連について，概要図を用いて分かりやすく
記載しました。

NS2-他-071改05「補足説明（島根原子力発
電所第２号機　工事計画認可申請（補正）に
係る論点整理について）」別紙4-36,37(通し頁
P.345,346)

島根原子力発電所第２号機　指摘事項に対する回答整理表（配管及び支持構造物の耐震計算について）

Ｎｏ． 指摘日

資料の該当箇所

コメント内容 回答日 回答
資料等への
反映箇所

備考
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ヒアリング
資料番号

図書種別，
目録番号

図書名称 該当頁

Ｎｏ． 指摘日

資料の該当箇所

コメント内容 回答日 回答
資料等への
反映箇所

備考

12 2022/7/25
NS2-補-027-

10-51改02
補足説明資料

支持装置の評価手法の精緻
化について

P.187
オイルスナッバ（SHP-03）の試験の実施回数を
説明し，試験結果のばらつきに関する考え方に
ついて，記載を拡充して説明すること。

2022/8/5

電共研でのオイルスナッバ（SHP-03）の試験の実施回数は１回ですが，バックアップリン
グを使用していない型式（SHP-03,06）は，シール性が最小裕度となることを予想していま
したが，試験結果で確認された損傷形態は座屈損傷であり，座屈損傷については過去試
験を含めた複数の試験結果に基づき耐力値の補正係数を設定しており，ばらつきを考慮
した評価となっています。

NS2-他-071改05「補足説明（島根原子力発
電所第２号機　工事計画認可申請（補正）に
係る論点整理について）」別紙6-6(通し頁
P.507)

13 2022/8/5
NS2-他-067改

05
論点整理

島根原子力発電所第２号機 
工事計画認可申請（補正）に
係る論点整理について＜機
電関係＞

P.10
既工認で実績のある評価手法を明確にするとと
もに，先行プラントとの評価手法の差異を説明す
ること。

2022/8/22

既工認及び先行プラントとの支持装置の評価手法の比較を表形式で整理しました。
また，二次評価で適用する新規基準値を設定するにあたり，同様に地震時荷重が一次評
価荷重を超過した場合の評価を実施する先行プラントとの評価手法の比較を実施し，評
価手法や考え方は同じであることから，有意な差異が無いことを確認しました。

NS2-他-067改07「島根原子力発電所第２号
機　工事計画認可申請（補正）に係る論点整
理について」P.28,36

14 2022/8/5
NS2-他-067改

05
論点整理

島根原子力発電所第２号機 
工事計画認可申請（補正）に
係る論点整理について＜機
電関係＞

全般
配管系に用いる支持装置の許容荷重の設定手
法について，先行プラントとの差異を説明するこ
と。

2022/8/22

既工認及び先行プラントとの支持装置の評価手法の比較を表形式で整理しました。
また，二次評価で適用する新規基準値を設定するにあたり，同様に地震時荷重が一次評
価荷重を超過した場合の評価を実施する先行プラントとの評価手法の比較を実施し，評
価手法や考え方は同じであることから，有意な差異が無いことを確認しました。

NS2-他-067改07「島根原子力発電所第２号
機　工事計画認可申請（補正）に係る論点整
理について」P.28,36

15 2022/8/22
NS2-他-067改

07
その他(論点整

理)

島根原子力発電所第２号機　
工事計画認可申請（補正）に
係る論点整理について＜機
電関係＞

P.28
定格荷重と新規基準値の関係が分かるように，
新規基準値の設定方法について記載を拡充し
て説明すること。

2022/9/1
定格荷重と新規基準値の関係が分かるように，新規基準値の設定方法について記載を
拡充して記載しました。

資料１－３－３「島根原子力発電所第２号機　
配管系に用いる支持装置の許容荷重の設
定]」P.8,9
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No. 図書番号 図書名称 該当頁 適正化内容 提出年月日 備考

254 NS2-補-027-10-51改05
配管系の支持装置の評価手法の精緻化につい
て

用語の定義 初出箇所のページを適正化しました。 2023/4/21

255 NS2-補-027-10-51改05
配管系の支持装置の評価手法の精緻化につい
て

用語の定義 最大負荷荷重の定義をより適切な表現に見直しました。 2023/4/21

256 NS2-補-027-10-51改05
配管系の支持装置の評価手法の精緻化につい
て

用語の定義，
P.別紙4-66

破損荷重について用語の定義に追記しました。 2023/4/21

257 NS2-補-027-10-51改05
配管系の支持装置の評価手法の精緻化につい
て

P.78 最大負荷荷重及び耐力確認荷重の考え方の図について，最大負荷重の定義がより分かりやすい図に差し替えました。 2023/4/21

島根原子力発電所第２号機　工認記載適正化箇所（配管及び支持構造物の耐震計算について）

No.1～253については，NS2-他-138改05で整理済みのため省略。

4




